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一
〇
二

は
じ
め
に

二
〇
〇
六
年
頃
か
ら
、
米
国
政
府
高
官
に
よ
る
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
安
全
保
障
秩
序
の
変
化
へ
の
言
及
が
し
ば
し
ば
行
わ
れ
、

「architecture
」
と
い
う
タ
ー
ム
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

例
え
ば
、
英
国
国
際
戦
略
研
究
所
（
Ｉ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
）
が
主
催
す
る
ア
ジ
ア
安
全
保
障
会
議
（Shangri-La D

ialogue

、
二
〇
〇
六
年
六
月
開
催
）

に
お
い
てD

onald H
. Rum

sfeld

国
防
長
官
（
当
時
）
は
、「
か
つ
て
の
ハ
ブ
・
ス
ポ
ー
ク
型
の
二
国
間
関
係
で
保
た
れ
て
き
た
ア
ジ

ア
の
安
全
保
障
秩
序
が
、
今
や
二
国
間
お
よ
び
多
国
間
の
安
全
保
障
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
拡
大
し
つ
つ
あ
る
」
と
演
説
し
た（

（
（

。
続
く
、

二
〇
〇
八
年
五
月
の
同
会
議
で
は
、Robert M

.Gates

国
防
長
官
（
当
時
）
が
、「
近
年
のregional security architecture

の
議
論

に
関
す
る
重
要
性
は
増
し
て
い
る
」、「
米
国
は
地
域
特
有
の
問
題
に
対
す
る
様
々
な
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
制
度
化
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
利
益
を

共
有
し
、
こ
う
し
た
発
展
に
参
画
し
て
行
く
こ
と
を
希
望
す
る
」
と
し
た（

（
（

。

同
長
官
は
、
二
〇
〇
九
年
の
同
会
議
で
も
、「
従
来
の
ハ
ブ
・
ス
ポ
ー
ク
関
係
に
加
え
て
、
米
国
の
同
盟
国
と
協
力
国
同
士
の
関
係
の

強
化
と
、
よ
り
多
く
の
多
国
間
関
係
と
の
よ
り
良
好
な
相
互
関
係
を
望
む
」
とarchitecture

化
へ
の
抱
負
を
述
べ
て
い
る（

（
（

。

更
に
、
二
〇
一
〇
年
一
月
に
は
、
米
国
務
省
でH

illray R.Clinton
国
務
長
官
（
当
時
）
は
、「Regional A

rchitecture in A
sia: 

Principles and Priorities

」
と
題
す
る
演
説
の
中
で
、「
米
国
は
伝
統
的
な
二
国
間
関
係
を
維
持
す
る
だ
け
で
な
く
、
ア
ジ
ア
太
平
洋

地
域
が
直
面
す
る
課
題
に
対
し
て
、
協
力
す
べ
き
パ
ー
ト
ナ
ー
と
と
も
に
協
力
の
枠
組
み
に
つ
い
てinstitutional architecture

を
構

築
す
べ
き
で
あ
る
」
と
提
唱
し
た（

（
（

。



一
〇
三

ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
安
全
保
障
体
系
の
変
容
と
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
鈴
木
）

本
稿
は
、
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
安
全
保
障
構
造
の
変
化
（architecture

化
）
と
い
う
米
国
の
重
要
な
認
識
形
成
の
背
景
と
な
っ
た
現

実
お
よ
び
、
変
化
が
も
た
ら
し
て
い
る
結
果
と
そ
の
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
俯
瞰
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

一　

米
国
と
ア
ジ
ア
の
相
互
ポ
ジ
シ
ョ
ン

ア
ジ
ア
地
域
は
、
地
表
の
半
分
強（

（
（

、
世
界
の
人
口
の
半
分
、
世
界
最
大
の
民
主
主
義
国
家
（
イ
ン
ド
）、
世
界
の
上
位
三
経
済
大
国
中
の

二
つ
（
中
国
、
日
本
）、
最
大
の
ム
ス
リ
ム
多
数
派
国
家
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）、
規
模
に
し
て
世
界
ト
ッ
プ
10
の
常
設
軍
隊
保
有
国
中
の
七
か

国
（
（
（

を
擁
す
る
広
大
に
し
て
、
多
様
で
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
地
域
で
あ
る
。

米
国
は
こ
う
し
た
ア
ジ
ア
諸
国
と
五
つ
の
防
衛
協
定
（
日
・
豪
・
比
・
韓
・
タ
イ
）
を
結
び
、
七
か
国
（
ブ
ル
ネ
イ
・
印
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・

マ
レ
ー
シ
ア
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
台
湾
）
と
戦
略
的
に
重
要
な
関
係
（partnership

）
を
保
持
し
て
い
る
。
二
〇
二
五
年

ま
で
に
ア
ジ
ア
は
世
界
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
ほ
ぼ
五
割
を
占
め
、
世
界
10
大
経
済
大
国
中
の
四
か
国
（
中
国
・
イ
ン
ド
・
日
本
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）
を

擁
す
る
見
通
し
で
あ
る（

（
（

。

将
来
に
お
け
る
米
国
の
繁
栄
と
安
全
保
障
は
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
出
来
事
の
展
開
に
部
分
的
に
規
定
さ
れ
る
。
貿
易
面
で
は
既
に
現
在

で
も
、
ア
ジ
ア
地
域
は
米
国
の
主
要
に
し
て
最
も
成
長
が
著
し
い
輸
出
先
に
な
っ
て
い
る（

（
（

。
米
国
内
の
推
定
一
二
〇
〇
万
人
の
雇
用
は
ア

ジ
ア
地
域
へ
の
輸
出
で
生
み
出
さ
れ
て
お
り
、
三
九
州
か
ら
の
少
な
く
と
も
四
分
の
一
の
輸
出
は
ア
ジ
ア
地
域
向
け
で
あ
る（

（
（

。
同
様
に
、

ア
ジ
ア
に
お
け
る
米
国
の
直
接
投
資
と
米
国
に
お
け
る
ア
ジ
ア
諸
国
の
直
接
投
資
は
、
二
〇
〇
二
─
二
〇
一
二
年
の
一
〇
年
間
で
倍
増
し

て
い
る
が
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
イ
ン
ド
・
中
国
・
韓
国
が
投
資
の
増
加
が
最
も
著
し
い
上
位
四
か
国
で
あ
る（

（（
（

。



一
〇
四

こ
の
経
済
的
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
が
維
持
さ
れ
る
か
否
か
は
、
今
後
の
ア
ジ
ア
地
域
の
平
和
と
安
全
保
障
に
依
存
す
る
が
、
こ
れ
ら
は
従
来

は
ア
ジ
ア
地
域
の
同
盟
国
お
よ
び
協
力
国
と
協
働
し
て
き
た
米
国
の
力
（pow

er

）
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
て
き
た
も

の
で
あ
る（

（（
（

。
米
国
は
、
自
国
の
重
要
な
国
益
と
も
な
る
ア
ジ
ア
地
域
で
の
諸
活
動
を
積
極
的
に
支
持
・
促
進
す
る
こ
と
で
、
結
果
的
に
ア

ジ
ア
地
域
の
安
定
に
大
き
く
貢
献
す
る
形
を
取
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
に
は
、
自
由
で
オ
ー
プ
ン
な
商
業
取
引
、
グ
ロ
ー
バ
ル
コ
モ
ン
ズ

（
海
・
空
・
宇
宙
・
サ
イ
バ
ー
空
間
の
領
域
）
へ
の
無
制
限
な
ア
ク
セ
ス
、
国
際
法
の
遵
守
、
紛
争
の
強
制
を
伴
わ
な
い
平
和
的
解
決
、
民
主

主
義
と
人
権
の
擁
護
な
ど
が
含
ま
れ
る（

（（
（

。

他
方
、
こ
れ
ら
の
目
的
を
達
成
し
続
け
る
た
め
に
は
、
米
国
は
複
雑
の
度
合
い
が
高
ま
っ
て
い
る
ア
ジ
ア
地
域
の
安
全
保
障
環
境
に
対

し
て
一
層
政
策
的
適
応
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
中
国
は
過
去
四
〇
年
間
に
経
済
開
放
を
テ
コ
に
し
た
経
済
成
長
で
、
継
続
的
に
軍
事
力

（
人
民
解
放
軍
：People’s Liberation A

rm
y
）
の
近
代
化
を
図
っ
て
き
た
。
今
後
も
、
Ｆ
Ｔ
Ａ
や
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
（Regional Com

prehensive 

Econom
ic Partnership

）
な
ど
を
通
し
た
地
域
あ
る
い
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
貿
易
体
制
へ
の
参
加
と
ア
ジ
ア
イ
ン
フ
ラ
投
資
銀
行
（
Ａ
Ｉ
Ｉ

Ｂ
）
を
通
じ
る
金
融
・
投
資
は
、
Ｐ
Ｌ
Ａ
の
更
な
る
専
門
性
の
高
度
化
と
技
術
進
歩
の
た
め
の
リ
ソ
ー
ス
を
も
た
ら
す
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。
中
国
の
軍
事
力
の
進
化
は
、
地
域
諸
国
に
安
全
保
障
に
関
す
る
一
層
の
懸
念
を
惹
起
す
る
。
と
り
わ
け
南
シ
ナ
海
で
の
紛
争（

（（
（

（
島
嶼

の
領
有
権
・
排
他
的
経
済
水
域
（
Ｅ
Ｅ
Ｚ
）
を
巡
る
紛
争
・
軍
事
基
地
化
）
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
台
湾
海
峡
に
関
し
て
は
比
較
的
安
定
し
て

い
る
も
の
の
、
台
湾
の
政
治
的
ス
テ
ー
タ
ス
の
解
決
な
し
に
は
危
機
・
紛
争
の
潜
在
性
に
変
化
は
な
い
。

朝
鮮
半
島
は
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
開
発
の
継
続
・
使
用
、
核
兵
器
開
発
の
潜
在
的
能
力
の
点
で
も
う
一
つ
の
火
種
と
な
っ
て
お
り
、
こ

れ
ま
で
の
経
済
制
裁
・
外
圧
の
累
積
的
効
果
が
減
じ
る
方
向
に
動
く
可
能
性
が
あ
る
。
北
東
ア
ジ
ア
で
の
不
安
定
化
要
因
に
は
、
中
国
、

日
本
、
韓
国
、
北
朝
鮮
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
移
行
、
過
去
の
歴
史
に
起
因
す
る
国
家
間
の
軋
轢
、
国
民
感
情
と
し
て
の
ナ
シ
ョ



ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
安
全
保
障
体
系
の
変
容
と
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
鈴
木
）

一
〇
五

ナ
リ
ズ
ム
の
復
活
に
よ
る
政
府
に
対
す
る
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
の
増
幅
も
挙
げ
ら
れ
る
。

二　

ア
ジ
ア
諸
国
間
で
の
二
国
間
安
全
保
障
の
結
び
つ
き
と
い
う
新
た
な
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス

ア
ジ
ア
へ
のrebalance

に
伴
い
米
国
は
、
急
速
に
変
質
す
る
地
域
安
全
保
障
環
境
に
直
面
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
は
も
は
や

従
来
の
米
国
を
中
核
と
し
て“hub-and-spoke”

と
称
さ
れ
て
き
た
同
盟
関
係
（
ワ
シ
ン
ト
ン
体
制
）
と
し
て
の
み
定
義
さ
れ
る
体
系
で
は

な
い
。
そ
こ
で
は
下
記
の
よ
う
な
、
こ
れ
ま
で
の
同
盟
国
・
友
好
国
と
し
て
の
ア
ジ
ア
諸
国
の
間
で
相
互
に
構
築
さ
れ
る
よ
り
多
様
な
二

国
間
安
全
保
障
関
係
を
含
む
前
例
の
な
い
体
系
で
あ
る
。

・
日
豪
安
全
保
障
共
同
宣
言
（
二
〇
〇
七
年
三
月
）

・
日
印
戦
略
的
グ
ロ
ー
バ
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
二
〇
〇
六
年
一
二
月
）

・「
日
印
間
の
安
全
保
障
協
力
に
関
す
る
共
同
宣
言
」（
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
）

・
韓
豪
：
安
全
保
障
共
同
宣
言
（
二
〇
〇
九
年
）

・
ア
ジ
ア
諸
国
間
で
の
合
同
演
習
・
教
育

・
ア
ジ
ア
諸
国
に
よ
る
近
隣
・
周
辺
諸
国
か
ら
の
武
器
購
入
な
ど
で
あ
る
。

た
だ
、
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
点
は
、
米
国
と
の
同
盟
関
係
が
、
依
然
と
し
て
ア
ジ
ア
の
二
国
間
安
全
保
障
網
の
拡
大
の
基
盤

（platform

）
と
し
て
作
用
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る（

（（
（

。



一
〇
六

二
・
一　

安
全
保
障
網
形
成
の
下
地
と
し
て
の
経
済
協
力
と
政
治
的
協
力
の
進
展

（
1
）　

経
済
的
相
互
依
存
（
自
由
貿
易
協
定
：
Ｆ
Ｔ
Ａ
と
経
済
連
携
協
定
：
Ｅ
Ｐ
Ａ
が
テ
コ
）

ア
ジ
ア
は
今
や
、
北
米
や
Ｅ
Ｕ
の
よ
う
に
経
済
的
相
互
依
存
の
中
に
あ
る
と
同
時
に
、
そ
れ
ら
が
経
済
統
合
を
開
始
し
た
当
時
以
上
の

高
い
域
内
貿
易
を
展
開
し
て
い
る（

（（
（

。
例
え
ば
、
日
本
は
ベ
ト
ナ
ム
に
と
っ
て
域
内
最
大
の
輸
出
市
場
で
あ
り
、
世
界
全
体
で
み
て
も
米
国

に
次
い
で
第
二
位
に
あ
り（

（（
（

、
両
国
間
の
貿
易
額
は
二
〇
〇
〇
年
の
約
四
五
億
ド
ル
か
ら
二
〇
一
二
年
に
は
二
四
〇
億
ド
ル
強
へ
と
五
倍
以

上
に
拡
大
し
て
い
る（

（（
（

。
同
様
に
、
日
・
印
貿
易
も
同
じ
期
間
中
に
四
倍
に
な
っ
て
い
る
（
四
二
億
ド
ル
か
ら
一
七
三
億
ド
ル
）（

（（
（

。
二
〇
一
一
年

か
ら
二
〇
一
二
年
で
、
イ
ン
ド
・
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
（
全
体
）
貿
易
は
三
七
％
拡
大
し
八
〇
〇
億
ド
ル
と
な
っ
た（

（（
（

。
イ
ン
ド
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

貿
易
で
は
、
一
九
九
八
─
二
〇
一
二
年
の
間
に
三
〇
億
ド
ル
か
ら
二
五
〇
億
ド
ル
へ
と
八
倍
に
拡
大
し
て
い
る（

（（
（

。
ま
た
、
イ
ン
ド
は
豪
州

第
四
位
の
輸
出
市
場
、
相
互
貿
易
で
は
全
体
の
第
八
位
、
拡
大
ペ
ー
ス
で
も
第
七
位
で
あ
る（

（（
（

。
ま
た
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
輸
出
先
上
位
三

国
（
マ
レ
ー
シ
ア
、
中
国
、
香
港
）
は
い
ず
れ
も
近
隣
の
国
で
あ
る（

（（
（

。

拡
大
の
主
因
は
自
由
貿
易
協
定
（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
締
結
の
域
内
で
の
顕
著
な
普
及
で
あ
る
。
ア
ジ
ア
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
数
は
、
二
〇
〇
二
年
の
五
二

か
ら
二
〇
一
三
年
の
一
三
二
へ
と
増
加
し
た
。
例
え
ば
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
二
〇
〇
二
年
以
降
Ｆ
Ｔ
Ａ
ま
た
は
経
済
協
力
協
定
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）

を
日
本
、
韓
国
、
イ
ン
ド
、
豪
州
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
と
結
ん
で
い
る（

（（
（

。
他
の
ア
ジ
ア
諸
国
も
同
様
で
あ
る
。
経
済
協
力
・
統
合
が
共

通
利
益
を
形
成
し
、
政
治
面
・
安
全
保
障
面
で
の
絆
の
醸
成
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
ア
ジ
ア
に
お
け
る
民
間
協
力
は
直
接
投
資
（
Ｆ
Ｄ
Ｉ
）

を
通
し
て
経
済
統
合
の
有
力
な
武
器
と
な
っ
て
き
た
。
日
本
の
Ｆ
Ｄ
Ｉ
が
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
（
原
加
盟
国
）
以
外
で
も
、
豪
州
、
ベ
ト
ナ
ム
、

イ
ン
ド
に
そ
の
広
が
り
を
見
せ
つ
つ
あ
る
の
と
同
様
に
、
域
内
他
国
（
後
発
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ラ
オ
ス
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
な
ど
）
に
も
こ
う
し
た



一
〇
七

ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
安
全
保
障
体
系
の
変
容
と
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
鈴
木
）

動
き
が
広
ま
っ
て
き
て
い
る（

（（
（2
（（
（2
（（
（

。

（
2
）　

政
治
面
で
の
協
力
関
係

経
済
協
力
・
統
合
と
前
後
し
な
が
ら
、
ア
ジ
ア
諸
国
はhigh-level

外
交
へ
の
関
与
を
強
化
・
増
加
し
、
二
国
間
協
力
を
促
進
す
る
政

治
的
枠
組
み
（fram

ew
ork

）
を
築
き
つ
つ
あ
る
。
ベ
ト
ナ
ム
・
日
本
、
韓
国
・
ベ
ト
ナ
ム
、
イ
ン
ド
・
ベ
ト
ナ
ム
に
つ
い
て
は
注（
27
）

を
参
照
。

政
府
高
官
会
合
の
数
は
、
二
〇
〇
〇
─
二
〇
一
二
年
期
に
ほ
ぼ
五
割
増
加
し
て
い
る（

（（
（

。
日
本
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
注（
29
）

を
参
照
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
お
よ
び
マ
レ
ー
シ
ア
は
、
同
期
に
イ
ン
ド
お
よ
び
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
の
政
府
高
官
会
合
を
そ
れ
ぞ
れ
二
倍
以
上

に
増
や
し
て
い
る（

（（
（

。
ま
た
、
二
〇
〇
五
年
以
降
、
イ
ン
ド
は
「Look East

」
政
策
を
強
化
・
拡
大
し
、
首
脳
レ
ベ
ル
に
よ
る
二
国
間
協

議
を
通
し
て
日
本
、
韓
国
、
豪
州
と
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
締
結
す
る
傍
ら
、
ベ
ト
ナ
ム
と
戦
略
対
話
を
行
っ
て
い
る（

（（
（

。
豪
州
も

外
相
レ
ベ
ル
の
定
期
会
合
の
制
度
化
な
ど
、
日
本
、
韓
国
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
、
タ
イ
、
マ
レ
ー
シ
ア
お
よ
び
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

と
の
外
交
関
係
を
劇
的
に
拡
大
し
つ
つ
、
一
部
の
国
を
除
い
て
貿
易
大
臣
会
合
を
実
施
し
て
い
る
。

（
3
）　

地
域
制
度

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ａ
Ｒ
Ｆ
）
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
中
心
性
を
重
視
す
る
一
連
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
他
に
は
、
Ｅ
Ａ
Ｓ
、
Ａ
Ｄ

Ｍ
Ｍ
プ
ラ
ス
）
の
中
で
最
も
長
い
歴
史
を
有
し
、
北
朝
鮮
（
参
加
）
も
含
む
形
で
、
二
〇
一
六
年
四
月
現
在
、
二
七
か
国
・
一
地
域
を
メ
ン

バ
ー
と
し
て
、
⑴
信
頼
醸
成
の
促
進
、
⑵
予
防
外
交
の
進
展
、
⑶
紛
争
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
充
実
、
と
い
う
三
段
階
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
機



一
〇
八

能
し
て
い
る
。
二
〇
〇
五
年
に
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
で
創
設
さ
れ
た
西
ア
ジ
ア
サ
ミ
ッ
ト
（
Ｅ
Ａ
Ｓ
：
首
脳
会
議
）
も
二
〇
一
一
年
に
は
米

国
と
ロ
シ
ア
が
加
盟
し
、
中
国
、
イ
ン
ド
を
ふ
く
む
地
域
の
大
国
が
メ
ン
バ
ー
と
な
る
全
体
会
合
と
な
り
、
い
ま
だ
黎
明
期
と
は
い
え
、

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
が
政
治
的
お
よ
び
戦
略
的
問
題
を
討
議
す
るprem

ier forum

と
も
み
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
（
（（
（

。
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
の
ア
ジ
ア
の
主
要
な
プ
レ
ー
ヤ
ー
間
の
政
治
的
絆
の
充
実
は
、
近
隣
諸
国
間
の
協
力
が
地
域
の
長
期
的
平

和
と
安
定
に
と
っ
て
決
定
的
に
重
要
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。
ア
ジ
ア
諸
国
は
、
一
層
相
互
に
向
き
合
い
な
が
ら
諸
問
題
へ
の
関

与
とhigh–level

協
議
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
通
し
て
共
通
の
利
益
を
マ
ネ
ー
ジ
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

三　

ア
ジ
ア
域
内
の
新
た
な
安
全
保
障
網
形
成
の
足
跡

二
〇
〇
〇
年
代
初
頭
か
ら
日
本
、
豪
州
、
イ
ン
ド
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
韓
国
お
よ
び
ベ
ト
ナ
ム
は
二
国
間
の
安
全
保
障
へ
の
関
与
を
ア

ジ
ア
全
域
に
お
い
て
強
化
し
て
き
た
。

三
・
一　

軍
事
外
交
お
よ
びhigh-level

協
議

ア
ジ
ア
諸
国
は
、
い
ま
や
、
安
全
保
障
問
題
を
協
議
す
る
た
め
の
定
期
・
相
互
の
訪
問
へ
と
駒
を
進
め
、
米
国
と
緊
密
な
関
係
に
あ
る

同
盟
国
・
友
好
国
の
首
脳
・
高
級
官
僚
が
こ
の
ト
レ
ン
ド
の
最
前
線
に
立
っ
て
い
る
。

・
米
国
の
同
盟
国
と
し
て
の
日
本
お
よ
び
韓
国
は
、
軍
事
作
戦
・
演
習
、
価
値
お
よ
び
経
験
の
共
有
を
容
易
に
す
る
二
国
間
協
力
と
い
う

属
性
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
る
。
初
の
日
韓
公
式
協
議
防
衛
協
議
が
一
九
九
四
年
に
ソ
ウ
ル
で
開
催
さ
れ
て
以
降
、
ほ
ぼ
毎
年
、
両
国
の



一
〇
九

ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
安
全
保
障
体
系
の
変
容
と
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
鈴
木
）

防
衛
大
臣
が
訪
問
を
重
ね
て
い
る
。

・
同
様
に
、
豪
州
と
韓
国
も
外
務
大
臣
と
防
衛
大
臣
に
よ
る
定
期
の
2+

2
会
合
の
実
現
を
協
議
し
て
き
た
が
、
第
一
回
防
衛
大
臣
協

議
が
二
〇
一
一
年
一
二
月
に
開
催
さ
れ
、
豪
州
空
軍
と
海
軍
は
既
に
韓
国
へ
の
定
期
訪
問
を
行
っ
て
い
る（

（（
（

。

・
日
・
豪
間
で
は
、
二
〇
〇
二
年
以
降
、
自
衛
隊
─
軍
間
協
議
が
ほ
ぼ
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
他
、
定
期
の
政
・
軍
間
協
議
が
一
八
か
月
ご

と
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
統
合
参
謀
本
部
・
兵
役
レ
ベ
ル
の
人
材
交
流
も
ほ
ぼ
例
年
行
わ
れ
て
い
る（

（（
（

。

・
二
〇
〇
七
年
以
降
、
日
印
外
務
大
臣
に
よ
る
戦
略
対
話
が
実
施
さ
れ
て
い
る
他
、
第
二
回
外
務
・
防
衛
大
臣
協
議（
2+

2
）が
二
〇
一
二

年
一
〇
月
に
開
か
れ
て
い
る（

（（
（

。

・
イ
ン
ド
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
間
で
の
新
た
な
動
き
と
し
て
は
、
新
防
衛
政
策
対
話
（A

 N
ew

 D
efense Policy D

ialogue

）
が
あ
り
、
防
衛

協
力
及
び
諜
報
を
含
む
情
報
交
換
の
他
、
陸
・
海
・
空
三
軍
に
渡
る
テ
ロ
対
策
、
二
国
間
合
同
訓
練
、
防
衛
技
術
開
発
な
ど
に
関
す
る

定
期
協
議
の
場
と
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
創
出
さ
れ
て
い
る
。

・
豪
・
イ
ン
ド
間
で
は
、
二
〇
一
三
年
四
月
、
外
務
・
防
衛
大
臣
（
2+

2
）
第
二
回
年
次
協
議
が
開
催
さ
れ
て
い
る
（
ジ
ャ
カ
ル
タ
）（

（（
（

。

・
二
〇
一
〇
年
、
韓
・
印
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
の
署
名
を
受
け
て
、
外
交
政
策
お
よ
び
安
全
保
障
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
が
創
設
さ

れ
、
以
降
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
民
間
の
核
兵
器
関
連
取
引
・
防
衛
産
業
に
関
す
る
協
議
が
行
わ
れ
て
い
る（

（（
（

。

・
ベ
ト
ナ
ム
も
積
極
的
に
域
内
で
よ
り
強
固
な
防
衛
の
絆
を
築
こ
う
と
し
て
い
る
。
豪
州
と
の
間
で
定
期
的
なhigh-level

軍
事
ミ
ッ

シ
ョ
ン（
使
節
）の
相
互
派
遣
が
行
わ
れ
て
お
り
、
豪
州
の
軍
艦Royal A

ustralian N
avy w

arship

が
ベ
ト
ナ
ム
に
寄
港
し
て
い

る
（
（（
（

。
二
〇
一
二
年
二
月
に
は
、
第
一
回
豪
・
越
合
同
外
交
・
防
衛
戦
略
対
話
を
開
催
す
る
な
ど（

（（
（

、
両
国
の
防
衛
関
係
は
強
化
し
な
が
ら

二
〇
一
二
年
八
月
、
防
衛
大
臣
年
次
協
議
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
て
い
る（

（（
（

。
ベ
ト
ナ
ム
は
、
次
い
で
、
二
〇
一
三
年
四
月
、
日
・
越



一
一
〇

防
衛
大
臣
会
合
の
開
催
を
発
表
し
、（
東
シ
ナ
海
・
南
シ
ナ
海
に
お
け
る
中
国
の
強
硬
な
姿
勢
に
鑑
み
た
）
海
洋
安
全
保
障
に
関
す
る
討
議
を

促
進
す
る
意
向
を
表
明
。
イ
ン
ド
と
の
間
で
は
、
二
〇
〇
〇
年
代
初
頭
か
ら
副
大
臣
（deputy defense secretary

）
レ
ベ
ル
の
安
全
保

障
対
話
を
実
施
し
、
更
に
は
関
係
閣
僚
も
含
め
た
協
議
の
開
催
の
意
向
を
表
明
し
て
い
る（

（（
（

。

・
更
に
、
米
国
に
と
っ
て
の
新
興
友
好
国
と
米
国
も
同
様
に
、
米
国
の
他
の
同
盟
国
と
不
定
期
に
こ
の
軍
事
交
流
の
流
れ
に
加
わ
っ
て
き

て
い
る
。

ア
ジ
ア
に
お
け
る
防
衛
外
交
は
、
開
催
頻
度
・
定
期
性
の
点
で
歩
み
を
加
速
さ
せ
て
き
て
お
り
、
安
全
保
障
の
絆
を
よ
り
堅
固
に
す
る

基
盤
を
提
供
し
て
い
る
。

三
・
二　

域
内
の
二
国
間
防
衛
・
安
全
保
障
協
定
の
増
加

本
節
は
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
以
降
締
結
さ
れ
た
数
多
く
の
二
国
間
安
全
保
障
協
定
お
よ
び
安
全
保
障
の
枠
組
み
を
検
討
す
る
こ

と
で
そ
れ
ら
の
特
徴
を
掴
み
出
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
以
下
は
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
の
主
な
二
国
間
防
衛
・
安
全
保
障

協
定
で
あ
る
。

・
二
〇
〇
三
年　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
印
防
衛
協
力
協
定
：
①
合
同
演
習
、
専
門
家
の
相
互
派
遣
、
訓
練
、
防
衛
技
術
の
共
同
研
究
の
強
化
／
②
衛
政
策
対

話
（
上
記
①
の
調
整
）（

（（
（

・
二
〇
〇
七
年　

日
・
豪
安
全
保
障
に
関
す
る
共
同
声
明

・
二
〇
〇
九
年　

上
記
に
関
す
る
行
動
計
画
の
策
定

上
記
声
明
と
行
動
計
画
に
よ
り
、
個
別
外
相
間
協
議
お
よ
び
合
同
（
2
＋
2
）
で
の
、（
潜
在
的
・
可
能
な
協
力
の
優
先
分
野
を
検
討
す
る
）
実
務
者
レ

ベ
ル
協
議
が
設
定
さ
れ
た
。



一
一
一

ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
安
全
保
障
体
系
の
変
容
と
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
鈴
木
）

・
二
〇
〇
七
年　

印
・
越
共
同
宣
言
：
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
樹
立
（
既
存
の
年
次
政
策
協
議
を
副
大
臣
レ
ベ
ル
の
戦
略
対
話
に
格
上
げ
）（

（（
（

・
二
〇
〇
八
年　

日
・
印
首
脳
（
当
時
の
麻
生
総
理
と
シ
ン
首
相
）
防
衛
協
力
に
関
す
る
初
の
共
同
宣
言
に
署
名
：（
成
果
）
①
二
〇
〇
九
年
に
行
動
計

画
と
し
て
具
体
化
、
②
外
相
レ
ベ
ル
年
次
戦
略
対
話
、
③
国
家
安
全
保
障
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
間
の
定
期
協
議
、
④
外
務
・
防
衛
上
級
官
僚
レ
ベ
ル
で
の

2+
2
対
話
に
結
実（

（（
（

・
二
〇
〇
九
年　

安
全
保
障
協
力
に
関
す
る
豪
・
印
共
同
宣
言

海
洋
安
全
保
障
、
防
衛
対
話
な
ど
八
分
野
に
お
け
る
協
力
項
目
を
指
定
し
、high-leve

で
の
人
材
交
流
（
軍
・
民
の
防
衛
関
係
者
お
よ
び
、
各
々
の
国

家
安
全
保
障
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
含
む
）
を
要
請

・
二
〇
〇
九
年　

豪
・
韓Enhanced Global and Security Cooperation

に
関
す
る
共
同
声
明

（
行
動
計
画
が
付
属
：
海
洋
安
全
保
障
、
核
不
拡
散
、
テ
ロ
対
策
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃
対
策
。
年
次
外
相
協
議
お
よ
び
上
級
実
務
者
レ
ベ
ル
の
防
衛
政
策
協

議
を
要
請
）（

（（
（

・
二
〇
〇
九
年　

豪
・
越　

共
同
声
明
：Com

prehensive Partnership

・
二
〇
一
〇
年　

印
・
韓　

Ｍ
Ｏ
Ｕ
署
名
（
軍
事
外
交
〜
合
同
軍
事
演
習
を
含
む
防
衛
協
力
の
範
囲
）

・
二
〇
一
〇
年　

豪
・
越　

Ｍ
Ｏ
Ｕ
（
覚
書
）：
戦
略
レ
ベ
ル
政
策
対
話
、
合
同
軍
事
演
習
・
訓
練
、
人
道
援
助
、
災
害
救
援（

（（
（

・
二
〇
一
一
年　

日
・
越　

Ｍ
Ｏ
Ｕ
署
名
：
防
衛
協
力
お
よ
び
軍
事
交
流

・
二
〇
一
二
年　

日
・
豪　

情
報
に
関
す
る
安
全
保
障
協
定

・
二
〇
一
二
年　

印
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
合
同
演
習
・
訓
練
実
施
に
関
す
る
協
定
（
二
〇
〇
三
年
）
延
長

・
二
〇
一
四
年　

日
・
豪
「
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
に
関
す
る
共
同
声
明

・
二
〇
一
五
年　

日
・
豪
「
訪
問
部
隊
地
位
協
定
」
締
結
に
関
す
る
合
意

　
　
　
　
　
　

日
・
印 

装
備
品
の
移
転
に
関
す
る
協
定
署
名
（
首
脳
会
談
）



一
一
二

四　

動
機
と
し
て
の
ヘ
ッ
ジ

前
記
し
た
安
全
保
障
・
防
衛
協
定
・
宣
言
・
声
明
の
急
速
な
増
加
が
示
唆
す
る
点
は
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
安
全
保
障
環
境
の
悪
化
に
伴

い
、
ア
ジ
ア
諸
国
間
で
ヘ
ッ
ジ
（hedging

）
が
進
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
有
事
の
際
の
防
衛
と
い
う
伝
統
的
安
全
保
障
領
域
で

の
米
国
の
相
対
的
な
動
き
の
重
さ
が
一
方
に
あ
る
。
こ
の
原
因
に
つ
い
て
、
ア
ジ
ア
の
政
府
高
官
や
学
者
・
研
究
者
は
、
財
政
難
か
ら
の

防
衛
費
削
減
、
戦
争
疲
れ
な
ど
で
米
国
政
府
が
直
面
し
て
い
る
政
治
的
に
身
動
き
の
取
り
づ
ら
い
状
況
、
米
国
政
府
の
持
久
力
・
耐
久
力

減
退
と
い
う
点
に
関
心
を
寄
せ
、
懸
念
を
表
明
し
て
い
る（

（（
（

。

事
実
、
近
年
、
米
国
政
府
の
財
政
赤
字
が
深
刻
化
す
る
中
で
政
府
歳
出
の
大
幅
削
減
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
二
〇
一
二
年
一
月
、
オ
バ

マ
政
権
は
新
た
な
国
防
戦
略
指
針
を
公
表
し
た
。
指
針
は
、
二
〇
一
二
会
計
年
度
か
ら
二
〇
二
一
会
計
年
度
ま
で
の
一
〇
年
間
で
国
防
歳

出
を
約
四
八
七
〇
億
ド
ル
削
減
し
、
米
国
の
経
済
上
、
安
全
保
障
上
の
利
益
が
西
太
平
洋
お
よ
び
東
ア
ジ
ア
か
ら
イ
ン
ド
洋
お
よ
び
南
ア

ジ
ア
に
か
け
て
の
弧
状
の
地
域
の
発
展
と
密
接
に
関
連
し
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
、
米
国
の
安
全
保
障
戦
略
の
重
点
を
ア
ジ
ア
太
平
洋
地

域
に
置
き
、
同
地
域
に
お
け
る
同
盟
国
と
の
関
係
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
友
好
国
と
の
協
力
を
拡
大
す
る
と
し
て
い
た（

（（
（

。

こ
の
背
景
に
は
、
一
〇
年
に
わ
た
る
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
お
よ
び
イ
ラ
ク
に
お
け
る
作
戦
の
後
、
米
軍
が
両
国
か
ら
の
撤
収
を
進
め
て
い

る
こ
と
、
厳
し
い
米
政
府
の
財
政
状
況
下
で
国
防
費
を
含
む
政
府
歳
出
の
大
幅
削
減
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
と
い
う
国
外
・
国
内

双
方
の
要
因
に
よ
り
、
現
在
の
米
国
が
転
換
点
に
置
か
れ
て
い
る
と
の
認
識
の
も
と
、
国
防
上
の
優
先
順
位
に
つ
い
て
改
め
て
見
直
し
、

二
〇
二
〇
年
の
統
合
軍
の
あ
り
方
を
示
す
も
の
と
し
て
策
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
国
防
戦
略
指
針
公
表
後
の
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
に
お
い



一
一
三

ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
安
全
保
障
体
系
の
変
容
と
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
鈴
木
）

て
、
オ
バ
マ
大
統
領
は
、
将
来
の
米
軍
は
、
小
規
模
で
引
き
締
ま
っ
た
も
の
に
な
る
が
、
同
時
に
、
よ
り
俊
敏
で
柔
軟
性
が
あ
り
、
即
時

に
展
開
可
能
で
あ
り
、
技
術
的
に
優
れ
た
も
の
と
な
る
と
し
た
。
二
〇
一
三
年
三
月
に
は
、
国
防
歳
出
を
含
む
政
府
歳
出
の
強
制
削
減
が

開
始
さ
れ
て
い
る
。T

. H
agel

国
防
長
官
（
当
時
）
を
始
め
と
す
る
国
防
省
高
官
は
、
度
々
、
強
制
削
減
の
影
響
に
つ
い
て
懸
念
す
る
旨

の
発
言
を
し
て
い
た
。
国
防
省
は
同
年
同
月
、
同
国
防
長
官
が
国
防
戦
略
に
対
す
る
強
制
削
減
の
影
響
に
関
し
て
省
内
で
調
査
を
行
う
よ

う
指
示
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
が
、
国
防
歳
出
の
強
制
削
減
が
今
後
の
米
国
の
国
防
戦
略
や
安
全
保
障
政
策
に
関
す
る
選
択
に
与
え

る
影
響
は
米
国
内
で
も
注
目
さ
れ
て
い
た（

（（
（

。

他
方
、
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
中
国
の
大
国
と
し
て
の
台
頭
に
つ
い
て
は
、
米
国
の
経
済
と
安
全
保
障
に
長
期
的
に
影
響
を
与
え
る
潜

在
的
な
可
能
性
が
あ
る
と
し
た
上
で
、
米
国
と
中
国
は
、
東
ア
ジ
ア
の
平
和
と
安
定
に
強
い
利
害
関
係
を
持
ち
、
協
力
的
な
二
国
間
関
係

を
築
く
こ
と
に
利
益
を
有
す
る
と
し
て
い
る
。
他
方
、
同
地
域
内
に
お
け
る
摩
擦
を
回
避
す
る
た
め
、
中
国
の
軍
事
力
の
拡
大
は
、
そ
の

戦
略
的
意
図
に
関
す
る
透
明
性
を
伴
っ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
米
国
は
、
同
地
域
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
維

持
し
、
条
約
上
の
義
務
や
国
際
法
に
従
っ
て
自
由
に
行
動
す
る
能
力
を
保
つ
た
め
、
必
要
な
資
源
の
投
入
を
続
け
る
と
し
た
上
で
、
同
盟

国
や
友
好
国
と
密
接
に
協
力
し
つ
つ
、
安
定
を
確
保
す
る
た
め
、
法
規
範
に
基
づ
い
た
国
際
秩
序
を
促
進
し
続
け
る
と
し
、
新
興
国
の
平

和
的
な
台
頭
や
経
済
的
活
力
、
建
設
的
な
防
衛
協
力
を
推
奨
す
る
と
し
た
。

国
防
戦
略
指
針
が
示
し
た
米
中
関
係
の
あ
り
方
を
受
け
、
二
〇
一
二
年
九
月
、Panetta

国
防
長
官
（
当
時
）
は
中
国
を
訪
問
し
た
際
、

ア
ジ
ア
地
域
の
平
和
と
安
定
の
た
め
に
は
米
国
と
中
国
の
軍
事
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
述
べ
る
と
と
も
に
、
中
国
を

二
〇
一
四
年
の
Ｒ
Ｉ
Ｍ
Ｐ
Ａ
Ｃ
（
環
太
平
洋
合
同
演
習
）
に
招
待
す
る
と
表
明
し
て
い
る（

（（
（

。
高
度
経
済
成
長
を
テ
コ
に
南
シ
ナ
海
を
「
核
心

的
利
益
」
と
す
る
人
民
解
放
軍
ベ
ー
ス
の
軍
事
的
姿
勢
に
対
す
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
や
ア
ジ
ア
諸
国
の
懸
念
に
対
応
し
た
も
の
で
あ
る
。



一
一
四

ヘ
ッ
ジ
は
、
米
国
の
事
情
・
中
国
の
姿
勢
と
い
う
二
つ
の
相
反
す
る
ベ
ク
ト
ル
に
直
面
す
る
ア
ジ
ア
諸
国
が
、
ア
ジ
ア
の
安
全
保
障
の

不
安
定
性
に
対
す
る
「
掛
け
つ
な
ぎ
」
と
し
て
、
同
志
国
間
で
一
連
の
政
治
、
安
全
保
障
お
よ
び
経
済
関
係
の
多
様
化
と
強
化
を
促
進
し

て
い
っ
た
と
す
る
解
釈
で
あ
る（

（（
（

。
中
国
の
強
硬
姿
勢
に
対
し
て
米
国
が
あ
る
時
点
か
ら
ア
ジ
ア
に
対
す
る
筆
頭
の
保
護
者
と
し
て
行
動
す

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
、
ま
た
は
そ
う
す
る
こ
と
を
望
ま
な
く
な
る
事
態
が
出
現
す
る
可
能
性
に
対
す
る
ア
ジ
ア
諸
国
（
と
り
わ
け
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
）
側
の
こ
の
動
き
は
、
武
器
調
達
に
も
表
れ
て
い
る
。

五　

ヘ
ッ
ジ
と
し
て
の
二
国
間
・
多
国
間
安
全
保
障
協
定
が
も
た
ら
す
新
た
な
機
会

五
・
一　

軍
事
支
出
の
大
幅
増
加
・
軍
事
産
業
の
活
性
化

ベ
ト
ナ
ム
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
始
め
と
す
る
複
数
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
は
周
辺
・
近
隣
諸
国
か
ら
の
潜
水
艦
、
戦
闘
機
、
駆
逐
艦
な
ど

の
武
器
を
購
入
し
、
と
り
わ
け
南
シ
ナ
海
に
お
け
る
軍
事
ポ
ジ
シ
ョ
ン
の
強
化
を
図
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
中
国
の
人
民
解
放
軍
（
Ｐ

Ｌ
Ａ
）
に
拮
抗
で
き
る
能
力
に
は
至
ら
な
い
。
い
く
つ
か
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
国
は
今
、
急
速
に
防
衛
体
制
を
強
化
し
始
め
て
お
り
、

二
〇
〇
七
─
二
〇
一
二
年
の
五
年
間
で
東
南
ア
ジ
ア
の
兵
器
・
武
器
予
算
は
倍
増
し
た（

（（
（

。

米
国
が
関
与
し
な
い
形
で
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
防
衛
共
同
体
の
形
成
に
よ
る
抑
止
力
創
出
の
ア
イ
デ
ア
を
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
幾
度
か
示
唆
し

て
い
る（

（（
（

。
ア
ジ
ア
地
域
全
体
の
防
衛
費
支
出
の
増
加
と
足
並
み
を
揃
え
る
か
の
よ
う
に
、
財
政
健
全
化
路
線
か
ら
抑
制
さ
れ
て
い
た
豪
州

の
防
衛
予
算
も
海
軍
を
中
心
に
再
び
増
加
を
見
せ
、
日
本
と
並
ん
で
地
域
の
防
衛
予
算
増
に
拍
車
を
か
け
て
い
る（

（（
（

。



一
一
五

ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
安
全
保
障
体
系
の
変
容
と
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
鈴
木
）

五
・
二　

武
器
貿
易
の
活
発
化

近
年
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
防
衛
関
連
支
出
は
、
諸
国
の
高
い
経
済
成
長
を
テ
コ
と
し
て
、
ま
た
現
行
の
あ
る
い
は
潜
在
的
な
安
全
保
障

脅
威
を
背
景
と
し
て
急
速
に
増
加
し
て
お
り
、
二
〇
一
二
年
に
初
め
て
二
八
七
〇
億
ド
ル
を
超
え
、
欧
州
全
体
の
防
衛
関
連
支
出
を
上

回
っ
た（

（（
（

。
と
り
わ
け
、
海
洋
と
空
軍
関
連
の
支
出
が
伸
び
て
い
る（

（（
（

。
二
〇
一
〇
─
二
〇
一
一
年
で
見
る
と
、
上
位
四
か
国
（
イ
ン
ド
、
日

本
、
韓
国
）
の
支
出
の
伸
び
が
、
そ
れ
ぞ
れ
、
四
七
％
、
四
六
％
、
六
七
％
と
な
っ
て
い
る（

（（
（

。
更
に
は
、
二
〇
〇
七
─
二
〇
一
二
年
の
五

か
年
間
合
計
で
は
、
ア
ジ
ア
と
大
洋
州
全
体
で
、
世
界
の
通
常
兵
器
輸
入
の
四
七
％
を
占
め
、
イ
ン
ド
（
一
位
）、
韓
国
（
四
位
）、
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
（
五
位
）
と
な
っ
て
い
た（

（（
（

。
こ
の
旺
盛
な
兵
器
購
入
が
、
一
層
精
緻
化
す
る
国
内
軍
事
産
業
に
支
え
ら
れ
た
ア
ジ
ア
域
内
の
武

器
貿
易
の
下
地
に
な
っ
て
い
る
。

国
内
軍
事
産
業
は
、
高
級
な
米
国
製
軍
事
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
の
維
持
に
必
要
と
な
る
機
材
・
器
機
・
設
備
シ
ス
テ
ム
・
部
品
お
よ
び
関
連

の
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
を
よ
り
安
価
に
提
供
で
き
る
と
い
う
供
給
上
の
強
み
を
も
っ
て
お
り
、
中
で
も
、
南
シ
ナ
海
紛
争
か
ら
、
関
連
の
海

洋
・
海
上
シ
ス
テ
ム
（
船
舶
・
航
空
機
器
）
が
注
目
を
集
め
て
い
る
が
、
不
確
実
性
を
増
し
て
敵
を
抑
制
す
る
非
対
称
能
力
を
有
す
る
潜
水

艦
へ
の
関
心
も
顕
著
に
高
ま
っ
て
い
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
の
提
携
に
よ
る
改
造
潜
水
艦
三
隻
の
韓
国
で
の
建
造
も
伝
え
ら
れ
た（

（（
（

。
豪
州

が
日
本
の
海
自
の
非
大
気
依
存
推
進
（
Ａ
Ｉ
Ｐ
）
型
潜
水
艦
（
し
ょ
う
り
ゅ
う
）
の
建
造
に
お
け
る
提
携
に
関
心
を
示
し
（
二
〇
一
六
年
四
月
、

受
注
を
逃
し
た
が
）（

（（
（

、
ベ
ト
ナ
ム
も
同
様
に
日
本
型
潜
水
艦
に
関
心
を
寄
せ
て
い
る（

（（
（

。
海
上
船
舶
も
域
内
調
達
が
展
開
し
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
は

二
〇
〇
六
年
韓
国
か
ら
の
砲
艦
二
隻
の
購
入
に
続
い
て
、
日
本
か
ら
の
沿
岸
警
備
艇
購
入
契
約
を
締
結
し
て
い
る（

（（
（

。
イ
ン
ド
は
、
現
在
世

界
の
船
舶
建
造
を
リ
ー
ド
す
る
韓
国
か
ら
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
で
地
雷
掃
海
艇
を
調
達（

（（
（

。
タ
イ
は
、
韓
国
か
ら
新
型
護
衛
艦
を
調
達
す
る（

（（
（

。



一
一
六

五
・
三　

軍
事
訓
練
・
演
習
お
よ
び
軍
事
教
育
支
援

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
面
の
他
、
ア
ジ
ア
諸
国
は
軍
事
訓
練
・
演
習
お
よ
び
教
育
面
で
の
協
力
を
通
し
て
、
軍
人
の
能
力
・
自
信
の
強
化
、
異

な
る
戦
略
・
戦
術
文
化
や
体
系
へ
の
接
触
に
よ
る
理
解
の
向
上
を
進
め
て
い
る
。
器
機
・
設
備
の
調
達
は
教
育
・
訓
練
の
機
会
に
も
な
っ

て
い
る
。
イ
ン
ド
軍
に
よ
る
ベ
ト
ナ
ム
空
軍
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
訓
練
（
両
軍
の
戦
闘
機
の
類
似
性
）、
イ
ン
ド
海
軍
に
よ
る
ベ
ト
ナ
ム
海
兵
隊

の
潜
水
艦
訓
練（

（（
（

（
両
軍
は
、
二
〇
〇
七
年
、
若
手
将
校
に
対
す
る
訓
練
に
も
合
意
）（

（（
（

、
イ
ン
ド
空
軍
に
よ
る
国
連
Ｐ
Ｋ
Ｏ
関
連
で
の
ベ
ト
ナ
ム

空
軍
訓
練
（
防
衛
大
臣
約
束
ベ
ー
ス
、
二
〇
一
〇
年
）、
山
岳
・
ジ
ャ
ン
グ
ル
で
の
実
践
型
演
習
な
ど
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。
二
〇
〇
二
─

二
〇
一
二
年
、
一
五
〇
名
以
上
の
ベ
ト
ナ
ム
防
衛
大
学
生
へ
の
勉
学
の
機
会
の
提
供
、
一
〇
〇
〇
名
以
上
の
ベ
ト
ナ
ム
陸
軍
兵
士
へ
の
訓

練
を
含
め
、
豪
州
は
専
門
的
軍
事
教
育
・
訓
練
の
主
要
な
提
供
国
に
な
っ
て
い
る（

（（
（

。
こ
の
他
に
も
、
豪
州
は
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
民
・
軍
セ

ン
タ
ー
（the A

sia Pacific Civil-M
ilitary Center of Excellence

）
と
韓
国
防
衛
大
学
、
国
家
安
全
保
障
研
究
所
を
含
む
韓
国
側
カ
ウ
ン

タ
ー
パ
ー
ト
機
関
と
の
協
力
を
通
し
て
、
高
等
軍
事
教
育
・
訓
練
の
機
会
を
提
供
し
て
い
る（

（（
（

。

ま
た
、
二
〇
一
一
年
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
海
軍
は
ベ
ト
ナ
ム
海
軍
と
共
同
で
、
初
の
合
同
海
軍
演
習
（PA

SSEX
 2011

）
を
東
南
部
バ
リ

ア
・
ブ
ン
タ
ウ
省
ブ
ン
タ
ウ
市
の
海
上
で
行
っ
た
。

日
本
の
海
上
自
衛
隊
と
比
海
軍
は
、
防
衛
協
力
の
一
環
と
し
て
、
二
〇
一
五
年
六
月
、
南
シ
ナ
海
に
面
す
る
比
国
南
部
パ
ラ
ワ
ン
島
プ

エ
ル
ト
プ
リ
ン
セ
サ
周
辺
で
海
自
の
Ｐ
3
Ｃ
哨
戒
機
を
使
っ
た
初
の
本
格
的
な
共
同
災
害
救
助
訓
練
を
実
施
し
た
（
こ
れ
ま
で
両
国
は
艦
船

の
寄
港
時
な
ど
に
共
同
訓
練
を
行
っ
て
い
た
が
。）。

こ
の
よ
う
に
、
⑴
武
器
貿
易
の
増
加
は
、
軍
事
協
力
の
強
化
・
進
展
を
後
追
い
で
示
す
指
標
と
な
っ
て
い
る
。
他
方
、
⑵
ア
ジ
ア
各
国



一
一
七

ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
安
全
保
障
体
系
の
変
容
と
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
鈴
木
）

の
軍
部
・
軍
人
は
、
教
育
・
訓
練
を
進
め
な
が
ら
地
域
安
全
保
障
戦
略
へ
の
関
与
を
深
め
、
合
同
に
よ
る
戦
術
展
開
の
共
通platform

を
形
成
し
、
か
つ
て
な
い
程
の
レ
ベ
ル
で
の
協
働
を
可
能
に
し
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
一
方
で
、
自
国
の
安
全
保
障
か
ら
よ

り
大
規
模
で
、
頻
度
の
高
い
、
高
度
な
地
域
安
全
保
障
領
域
で
の
危
機
・
紛
争
へ
の
関
与
と
い
う
潜
在
性
を
抱
え
込
む
こ
と
に
も
つ
な
が

る
。

六　

米
国
に
よ
る
ア
ジ
ア
重
視
と
資
源
シ
フ
ト

ア
ジ
ア
に
お
け
る
米
国
の
戦
略
は
、
こ
う
し
た
不
安
定
化
要
因
の
管
理
と
経
済
成
長
の
持
続
と
経
済
的
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
の
維
持
に
向

け
ら
れ
、
イ
ラ
ク
戦
争
お
よ
び
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
戦
争
以
降
、
ア
ジ
ア
注
視
と
ア
ジ
ア
へ
の
資
源
の
シ
フ
ト
と
い
う
変
化
に
な
っ
て

表
れ
て
き
た
。
現
オ
バ
マ
政
権
誕
生
以
前
に
開
始
さ
れ
た
も
の
を
含
め
、
こ
れ
ら
の
戦
略
は
ア
ジ
ア
へ
の
米
国
の“pivot”

あ
る
い
は

“rebalance”

と
称
さ
れ
て
き
た（

（（
（

が
、
オ
バ
マ
大
統
領
は
豪
州
議
会
（
二
〇
一
一
年
一
一
月
）
に
対
し
て
次
の
よ
う
に
宣
言
し
て
い
る
。“A

s 

President, I have m
ade a deliberate and strategic decision—

as a Pacific nation, the U
nited States w

ill play a larger 

and long-term
 role in shaping this region and its future, by upholding core principles and in close partnership w

ith 

our allies and friends

（
（（
（

.”　

翌
二
〇
一
二
年
一
月
、
国
防
省
は
、
大
統
領
の
こ
の
政
策
的priority

に
呼
応
し
、“the U

nited States 

w
ill of necessity rebalance tow

ard the A
sia –Pacific region”

と
す
る
新
戦
略
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
発
表
し
た（

（（
（

。

か
く
し
て
米
国
政
府
は
、
経
済
・
外
交
・
軍
事
に
わ
た
り
分
野
横
断
的
に
、
ア
ジ
ア
地
域
へ
の
米
国
の
関
与
（engagem

ent

）
を
深
め

る
以
下
の
措
置
を
開
始
し
た
。
⑴
伝
統
的
同
盟
国
と
の
関
係
の
強
化
、
⑵
（
中
国
を
含
む
）
新
興
諸
国
と
の
よ
り
深
い
結
び
つ
き
の
構
築
、



一
一
八

⑶
地
域
の
多
国
間
組
織
へ
の
関
与
、
⑷
在
外
米
軍
活
動
の
多
様
化
、
⑸
人
権
お
よ
び
民
主
主
義
の
促
進
、
米
国
の
貿
易
お
よ
び
ビ
ジ
ネ
ス

に
関
わ
る
利
益
の
促
進
。

こ
の
政
策
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
、
資
源
の
ア
ジ
ア
地
域
へ
の
（
お
よ
び
地
域
内
で
）
の
再
配
分
、
東
南
ア
ジ
ア
の
友
好
国
（partners

）
と

の
関
わ
り
の
拡
大
を
図
っ
た（

（（
（

。
総
選
挙
の
実
施
を
通
し
て
民
主
化
が
開
始
さ
れ
た
ミ
ャ
ン
マ
ー
と
の
友
好
関
係
の
樹
立
は
、
オ
バ
マ
政
権

の
ア
ジ
ア
回
帰
の
最
大
の
成
果
の
一
つ
と
す
る
向
き
も
あ
る（

（（
（

。
加
え
て
、
イ
ン
ド
洋
の
重
要
性
の
認
識
と
東
ア
ジ
ア
─
イ
ン
ド
間
連
携
の

強
化
へ
の
支
持
が
な
さ
れ
て
い
る
。

ア
ジ
ア
へ
のrebalance
の
主
要
な
柱
と
し
て
の
防
衛
分
野
で
は
、
東
南
ア
ジ
ア
お
よ
び
大
洋
州
に
お
け
る
在
外
米
軍
の
前
方
展
開
兵

力
の
増
強
と
多
様
化
が
促
進
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。
典
型
例
と
し
て
は
、
豪
州
ダ
ー
ウ
ィ
ン
港
へ
の
二
五
〇
〇
名
の
海
兵
隊
の
配
置
転
換
お
よ
び

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
経
由
で
の
沿
海
域
戦
闘
艦
四
隻
の
配
置
転
換
（
最
初
の
配
備
は
二
〇
一
三
年
四
月
に
実
施
。）（

（（
（

が
あ
る
。

こ
の
ア
レ
ン
ジ
は
、
太
平
洋
─
大
西
洋
間
の
海
軍
艦
隊
の
配
備
を
二
〇
二
〇
年
ま
で
に
五
〇
対
五
〇
か
ら
六
〇
対
四
〇
に
変
更
す
る
海

軍
の
計
画
に
対
応
し
た
も
の
で
あ
る（

（（
（

。
二
〇
一
五
年
一
二
月
に
は
、
対
潜
哨
戒
機
（
Ｐ
8
）
一
機
が
三
カ
月
に
一
回
程
度
の
巡
回
形
式
で

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
派
遣
さ
れ
た
が
、
南
シ
ナ
海
の
中
国
に
よ
る
人
工
島
造
成
へ
の
警
戒
監
視
体
制
を
強
化
す
る
狙
い
と
み
ら
れ
る（

（（
（

。

北
東
ア
ジ
ア
に
関
し
て
は
、X

─Band

レ
ー
ダ
ー
の
日
本
へ
の
配
備
（
第
二
弾
）
の
発
表
（
対
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
防
衛
力
の
補
強
）
お
よ
び
、

こ
れ
と
は
別
に
二
〇
一
三
年
春
、
北
朝
鮮
と
韓
国
の
間
に
有
事
気
運
が
嵩
じ
た
際
に
は
、
長
距
離
攻
撃
能
力
お
よ
び
他
の
最
新
技
術
の
デ

モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
韓
国
と
の
同
盟
関
係
を
再
確
認
し
て
い
る（

（（
（

。



一
一
九

ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
安
全
保
障
体
系
の
変
容
と
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
鈴
木
）

六
・
一　

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
へ
の
関
与
の
強
化

米
国
は
、
ア
ジ
ア
諸
国
の
ヘ
ッ
ジ
の
動
き
に
反
応
す
る
か
の
よ
う
に
ア
ジ
ア
地
域
へ
の
関
与
（engagem

ent

）
を
強
化
し
て
き
た
。

二
〇
一
二
年
一
月
、
オ
バ
マ
政
権
は
新
た
な
国
防
戦
略
指
針
を
公
表
し
、
そ
の
中
で
、
米
国
の
安
全
保
障
戦
略
の
重
点
を
ア
ジ
ア
太
平
洋

地
域
に
置
く
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
同
年
一
一
月
の
大
統
領
選
挙
で
再
選
を
果
た
し
た
オ
バ
マ
大
統
領
は
、
再
選
後
初
め
て
の
外

遊
で
タ
イ
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
訪
問
し
た
。
以
下
は
一
部
、
オ
バ
マ
政
権
成
立
前
か
ら
の
動
き
を
含
む
米
国
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

を
中
心
と
す
る
ア
ジ
ア
地
域
へ
の
主
な
関
与
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

・
二
〇
〇
五
年
：
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
各
国
首
脳
と
の
間
で
の
「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
・
米
国
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
合
意
（
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
首
脳
会
議
）

・
二
〇
〇
八
年
：
⑴
オ
バ
マ
政
権
に
よ
る
米
国
初
、
世
界
に
先
駆
け
て
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
常
任
大
使
の
任
命
、
⑵
米
・
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
友
好
協
力
条
約
（T

reaty 
of A

m
ity and Cooperation

）
の
締
結

・
二
〇
〇
九
年
：
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
統
合
に
向
け
た
行
動
計
画
へ
の
協
力
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
「
国
家
協
力
と
経
済
統
合
を
進
め
る
た
め
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
開
発

ビ
ジ
ョ
ン
（
Ａ
Ｄ
Ｖ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
）」
の
発
表

・
二
〇
一
〇
年
：
第
一
次
米
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
包
括
的
連
携
枠
組
み
（Com

prehensive Partnership

）
の
設
定（

（（
（

・
二
〇
一
一
年
：
ベ
ト
ナ
ム
と
の
共
同
軍
事
演
習
、
米
海
軍
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
五
か
国
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ブ
ル
ネ
イ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
タ

イ
海
軍
の
合
同
軍
事
演
習
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
軍
と
米
海
軍
に
よ
る
「
協
力
海
上
即
応
訓
練
（
Ｃ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｔ
）」

・
二
〇
一
二
年
：「
米
国
・
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
拡
大
経
済
対
話
イ
ニ
シ
ャ
チ
ブ
」（U

.S.-A
SEA

N
 Expanded Econom

ic Engagem
ent Initiative

）
の
開
始

表
明
（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
首
脳
会
議
）

・
経
済
制
裁
の
対
象
で
あ
っ
た
ミ
ャ
ン
マ
ー
と
の
協
力
枠
組
み
の
設
定（

（（
（

（
総
選
挙
の
実
施
な
ど
同
国
の
人
権
・
民
主
化
の
進
展
で
の
進
展
もrebalance

に
対
応
す
る
。）

・
二
〇
一
三
年
：
米
国
政
府
高
官
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
指
導
者
と
の
上
級
会
合
の
設
定（

（（
（



一
二
〇

・
国
務
長
官
と
メ
コ
ン
川
流
域
諸
国
（
ベ
ト
ナ
ム
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
タ
イ
、
ラ
オ
ス
）
と
の
定
期
会
合
の
設
定（

（（
（

・
二
〇
一
三
年
：「
南
シ
ナ
海
で
の
自
由
な
航
行
は
米
国
の
国
益
で
あ
る
」
と
し
た
米
中
会
談
で
の
ク
リ
ン
ト
ン
元
国
務
長
官
（
当
時
）
の
言
明（

（（
（

・
二
〇
一
三
年
「
米
・
ベ
ト
ナ
ム
包
括
的
連
携
枠
組
み
」（Com

prehensive Partnership

）
の
設
定
。
南
シ
ナ
海
で
の
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
利
益
を
擁

護
し
、
ベ
ト
ナ
ム
の
防
衛
能
力
向
上
を
目
指
し
た
も
の
。

・
二
〇
一
四
年
：
米
比
新
軍
事
同
盟
協
定
（
基
地
使
用
協
定
）
の
締
結
（
二
二
年
ぶ
り
に
米
軍
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
常
駐
が
実
現
）
な
ど
を
通
し
て
、
米
国
と

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
間
の
関
係
改
善
に
動
い
た（

（（
（

。

六
・
二　

米
国
の
安
全
保
障
戦
略
に
と
っ
て
の
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

（
1
）　

安
全
保
障
の
ジ
レ
ン
マ

想
定
さ
れ
る
米
国
の
政
策
的
課
題
は
、
不
安
定
性
と
脅
威
の
要
因
を
払
拭
し
つ
つ
戦
略
的
優
位
性
を
有
す
る
分
野
を
活
か
す
こ
と
で
あ

る
。
根
拠
は
、
益
々
複
雑
化
す
る
ア
ジ
ア
地
域
の
安
全
保
障
環
境
の
射
程
が
確
定
し
て
い
な
い
中
、
安
全
保
障
の
ジ
レ
ン
マ
が
ア
ジ
ア
諸

国
を
、
対
立
関
係
・
武
器
調
達
競
争
・
そ
れ
に
よ
る
安
全
保
障
の
不
安
定
化
と
い
う
文
脈
で
分
化
さ
せ
る
可
能
性
の
存
在
で
あ
る
。
安
全

保
障
の
ジ
レ
ン
マ
は
、
中
国
と
の
競
争
・
対
立
の
激
化
、
い
ま
だ
堅
固
と
は
言
い
き
れ
な
い
地
域
組
織
・
制
度
を
通
し
た
安
定
化
へ
の
取

り
組
み
の
弱
体
化
・
放
棄
へ
の
対
応
、
対
立
・
紛
争
に
巻
き
込
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
る
同
盟
国
お
よ
び
友
好
国
と
の
つ
な
が
り
、
と
い
う

三
つ
の
要
素
が
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
。

（
2
）　

分
業
に
よ
る
協
業
：
安
全
保
障
機
能
の
ア
ジ
ア
へ
の
分
散

財
政
ひ
っ
迫
と
い
う
環
境
下
に
、
米
国
は
能
力
と
同
じ
志
を
有
す
る
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
間
で
安
全
保
障
の
分
業
化
を
一
層
促
進
し
て
米



一
二
一

ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
安
全
保
障
体
系
の
変
容
と
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
鈴
木
）

国
の
安
全
保
障
負
担
を
軽
減
す
る
道
を
探
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
分
業
化
は
、
す
な
わ
ち
、
安
全
保
障
＝「
公
共
財
」
と
の
認
識
を
共

有
す
る
こ
と
で
あ
る
。
地
域
全
体
の
安
全
保
障
協
力
の
推
進
は
、
各
国
の
安
全
保
障
の
強
化
に
も
つ
な
が
る
。
こ
の
た
め
に
は
、
こ
れ

を
下
支
え
す
る
経
済
力
の
強
化
、
す
な
わ
ち
各
国
の
経
済
成
長
の
更
な
る
進
展
を
支
持
し
・
促
進
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
文
脈
に
お
い

て
、
枠
組
み
作
り
で
あ
る
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
を
重
要
な
手
段
と
し
て
位
置
付
け
る
。
経
済
発
展
と
地
域
安
全
保

障
の
好
循
環
サ
イ
ク
ル
の
創
出
で
あ
る
。
経
済
と
防
衛
・
安
全
保
障
の
両
面
に
お
い
て
各
国
の
能
力
を
強
化
し
、
同
盟
国
、
友
好
国
間
の

連
結
性
（connectivity
）
を
高
め
る
、
換
言
す
れ
ば
、
経
済
学
が
い
う
と
こ
ろ
の
限
ら
れ
た
資
源
の
効
率
と
効
果
を
最
大
化
す
る
⑴
「
分

業
に
よ
る
協
業
」
化
に
⑵
統
制
・
管
理
・
調
整
（regulation

）
と
レ
バ
レ
ッ
ジ
（leverage

：
借
入
資
金
を
テ
コ
に
し
た
自
己
資
本
収
益
力
の
強

化
）
を
連
結
し
た
複
合
的
運
用
で
あ
る
。

六
・
三　

安
全
保
障
領
域
の
重
層
化

目
下
、
ア
ジ
ア
地
域
の
安
全
保
障
領
域
は
層
化
が
進
み
つ
つ
あ
る
。
⑴
有
事
の
脅
威
に
対
応
す
る
い
わ
ゆ
る
米
国
を
中
軸
と
す
る
従
来

のhub-and-spoke

型
「
ワ
シ
ン
ト
ン
体
制
」、
⑵
有
事
と
平
時
の
中
間
領
域
で
あ
る
「
非
伝
統
的
脅
威
（nontraditional threats

）」、
⑶

地
域
全
体
を
俯
瞰
し
て
政
策
を
協
議
す
る
地
域
組
織
体
制
で
あ
る
。
⑴
で
は
ア
ジ
ア
域
内
諸
国
に
よ
る
二
国
間
お
よ
び
多
国
間
地
域
安
全

保
障
協
力
網
の
形
成
が
進
ん
で
き
て
い
る
。
ま
た
、
⑵
で
は
と
り
わ
け
大
規
模
災
害
発
生
時
の
救
援
、
人
道
的
援
助
、
テ
ロ
対
策
、
海
賊

対
策
な
ど
の
分
野
で
軍
部
の
関
与
・
活
動
が
顕
著
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
⑶
で
も
、
各
国
の
首
脳
・
閣
僚
・
高
級
官
僚
レ
ベ
ル

で
の
防
衛
・
安
全
保
障
関
連
討
議
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
つ
ま
り
地
域
安
全
保
障
が
総
体
的
に
取
り
組
ま
れ
る
流
れ
に

な
っ
て
き
て
い
る
。
特
に
、
こ
の
⑵
お
よ
び
⑶
の
枠
組
み
の
中
に
非
友
好
国
の
有
意
な
関
与
を
引
き
出
せ
れ
ば
、
⑴
に
お
け
る
緊
張
関
係



一
二
二

が
緩
和
さ
れ
る
余
地
が
あ
る
。
実
際
中
国
も
こ
れ
ら
二
つ
の
領
域
に
は
積
極
的
に
参
加
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
大
規
模
災
害
救
援
と
は
い

え
、
域
外
諸
国
の
軍
部
の
関
与
に
対
す
る
警
戒
感
が
ア
ジ
ア
諸
国
に
あ
る
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
こ
う
し
た
ケ
ー
ス
で
は
、
域
内

国
の
主
権
へ
の
十
分
な
配
慮
、
地
域
組
織
あ
る
い
は
包
括
的
枠
組
み
の
中
で
の
遂
行
、
そ
し
て
当
初
か
ら
の
撤
退
計
画
の
提
示
と
い
っ
た

あ
る
種
の
前
提
条
件
が
不
可
欠
と
言
え
よ
う
。

ち
な
み
に
、
二
〇
一
五
年
七
月
一
〇
日
時
点
の
国
防
省
サ
イ
ト
は
、
五
つ
の
最
重
要
課
題
と
し
て
、「
イ
ス
ラ
ム
国
対
策
」、「
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ

へ
の
関
与
」、「
性
的
虐
待
」、「
サ
イ
バ
ー
能
力
の
開
発
」、「rebalance

」
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
て
い
た
。
同
盟
国
関
係
で
は
、
日
本
と

豪
州
を
重
要
視
し
て
い
る
こ
と
が
、
記
事
の
配
置
位
置
か
ら
読
み
取
れ
る
一
方
、
ア
ジ
ア
地
域
で
の
災
害
救
援
に
米
軍
が
派
遣
さ
れ
た
多

数
の
事
例
を
地
図
入
り
で
紹
介
し
、「
非
伝
統
的
安
全
保
障
」
へ
の
関
与
、
言
い
換
え
れ
ば
、
安
全
保
障
環
境
の
変
化
へ
の
認
識
の
高
ま

り
具
合
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
。

米
・
豪
関
係
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
取
り
組
み
・
武
器
開
発
・
貿
易
な
ど
幅
広
さ
の
点
で
は
、
日
・
米
関
係
に
勝
る
と
も
劣
ら
ず
、
政
治
・

経
済
の
秩
序
観
の
近
さ
も
相
ま
っ
て
、
近
年
の
緊
密
化
が
目
立
つ
。
日
・
豪
関
係
、
日
・
米
・
豪
関
係
は
伝
統
的
同
盟
・
防
衛
の
形
で
の

二
国
間
安
全
保
障
の
範
疇
に
は
属
さ
な
い
も
の
の
、
裏
返
せ
ば
、
ア
ジ
ア
域
内
で
の
安
全
保
障
体
系
の
変
容
の
流
れ
の
中
に
入
っ
て
き
て

い
る
動
き
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
ア
ジ
ア
は
数
多
く
の
「
非
伝
統
的
脅
威
（nontraditional threats

）」
の
舞
台
に
な
っ
て
い
る
。
中
で
も
気
候
変
動

と
も
相
ま
っ
て
継
続
的
に
発
生
す
る
大
規
模
な
自
然
災
害
（
イ
ン
ド
洋
大
津
波
、
東
日
本
大
震
災
な
ど
）
を
、
米
軍
の
元
総
司
令
官A

D
M

 

Sam
uel J. Locklear

は
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
で
の
長
期
的
な
最
大
の
脅
威
で
あ
る
と
し
た（

（（
（

。
ち
な
み
に
、
二
〇
一
五
年
七
月
一
〇

日
時
点
の
国
防
省
サ
イ
ト
は
、
ア
ジ
ア
地
域
で
の
災
害
救
援
に
米
軍
が
派
遣
さ
れ
た
多
数
の
事
例
を
地
図
入
り
で
紹
介
し
、「
非
伝
統
的



一
二
三

ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
安
全
保
障
体
系
の
変
容
と
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
鈴
木
）

安
全
保
障
」
へ
の
関
与
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
。
米
国
はA

D
M

M
–Plus

の
域
外
メ
ン
バ
ー
八
か
国
の
一
つ
で
あ
る
。
違
法
漁
業
、
海

賊
行
為
、
テ
ロ
リ
ズ
ム
、
麻
薬
取
引
、
人
身
売
買
、
大
量
破
壊
兵
器
な
ど
も
非
伝
統
的
脅
威
で
あ
り
、
安
全
保
障
の
領
域
を
形
成
し
て
い

る
。ま

た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
へ
の
関
心
の
高
ま
り
も
公
海
上
のsea-lane

（
例
：
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
や
南
シ
ナ
海
）
を
通
し
た
原
油
な
ど

の
輸
入
に
依
存
す
る
国
々
を
安
全
保
障
協
力
へ
と
駆
り
立
て
て
い
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
市
場
に
お
け
る
大
き
な
変
化
は
、
と
り

わ
け
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
純
輸
入
国
で
あ
る
新
興
国
に
と
っ
て
、
関
連
す
る
地
域
諸
国
と
の
海
洋
安
全
保
障
協
力
を
非
常
に
重
要
な
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
・
命
題
に
し
て
い
る
。
イ
ン
ド
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
マ
レ
ー
シ
ア
・
ベ
ト
ナ
ム
と
の
協
力
強
化
が
そ
の
一
例
で
あ
る
。
ま
た
、 

Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
に
米
・
中
が
参
加
し
た
こ
と
も
建
設
的
な
要
因
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
国
境
を
超
え
る
（transnational

）
課
題
で
あ
る
「
非
伝
統
的
」
安
全
保
障
に
関
し
て
は
、unilateral

な
ア
プ
ロ
ー

チ
は
相
対
的
に
非
効
果
的
で
あ
る
た
め
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
協
力
の
形
成
は
必
要
か
つ
当
然
の
成
り
行
き
と
も
言
え
る
。

七　

米
国
に
よ
る
ア
ジ
ア
地
域
安
全
保
障portfolio-m

anagem
ent

に
関
す
る
私
見

米
国
が
コ
ア
に
な
っ
て
い
る
従
来
の
ア
ジ
ア
の
同
盟
シ
ス
テ
ム
の
下
で
は
、
中
国
と
近
隣
諸
国
間
の
地
域
・
領
土
紛
争
で
は
米
国
が
し

ば
し
ば
同
盟
国
・
友
好
国
の
支
持
者
と
見
な
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。
例
え
ば
、
目
下
大
き
な
注
目
・
関
心
が
注
が
れ
て
い
る
南
シ
ナ
海
問
題

に
つ
い
て
み
て
も
、「
南
シ
ナ
海
は
中
国
の
核
心
的
利
益
（core interests

）
で
あ
る
」
と
の
中
国
側
の
ス
タ
ン
ス
が
示
さ
れ
る
前
の
米
国

の
ス
タ
ン
ス
は
、「
係
争
国
間
の
平
和
的
解
決
を
支
持
す
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
も
の
が
、「
南
シ
ナ
海
で
の
航
行
の
自
由
は
米
国
の



一
二
四

国
益
で
あ
る
」
と
の
姿
勢
に
変
更
さ
れ
、
米
国
の
ア
ジ
ア
回
帰
と
相
ま
っ
て
、
ア
ジ
ア
や
世
界
は
両
国
を
対
立
の
図
式
の
中
で
捉
え
る
と

こ
ろ
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
非
伝
統
的
脅
威
に
対
す
る
安
全
保
障
（
第
二
層
）
や
Ａ
Ｒ
Ｆ
・
Ａ
Ｄ
Ｍ
Ｍ
と
り
わ
けA

D
M

M
–Plus

と
い
っ

た
ア
ジ
ア
の
地
域
制
度
（
第
三
層
）
で
は
中
国
も
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
り
、
協
働
し
て
お
り
、
対
立
構
図
は
こ
れ
ら
二
つ
の
領
域
で
は
当
て

は
ま
ら
な
い
。

こ
う
し
た
側
面
を
含
め
て
、
ア
ジ
ア
域
内
諸
国
に
よ
る
二
国
間
・
多
国
間
安
全
保
障
網
の
増
殖
と
い
う
環
境
下
で
の
戦
略
的
便
益
の
最

大
化
と
い
う
観
点
か
ら
見
た
場
合
、
以
下
の
選
択
肢
の
組
み
合
わ
せ
と
い
う
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

⑴　

米
国
と
の
同
盟
国
お
よ
び
友
好
国
が
こ
う
し
た
安
全
保
障
環
境
の
変
容
を
更
に
進
展
さ
せ
る
こ
と
を
外
交
的
に
支
持
す
る
。

⑵　

米
国
のleadership

の
過
度
の
強
調
は
避
け
つ
つ
、
ア
ジ
ア
諸
国
を
よ
り
有
機
的
な
域
内
安
全
保
障
網
の
形
成
に
赴
か
せ
る
よ
う
働

き
か
け
る
。

⑶　

友
好
国
の
能
力
を
強
化
し
て
、
同
盟
国
化
す
る
。

⑷　

同
盟
国
・
友
好
国
を
非
友
好
的
関
係
に
あ
る
国
々
と
の
橋
渡
し
役
に
活
用
す
る
。

⑸　

地
域
全
体
と
し
て
の
安
全
保
障
の
観
点
か
ら
戦
略
的
に
重
要
で
、
政
治
的
に
実
行
可
能
な
領
域
を
重
点
化
す
る
。

⑹　

米
国
の
安
全
保
障
に
と
っ
て
さ
ほ
ど
重
要
で
は
な
い
地
域
紛
争
に
巻
き
込
ま
れ
る
リ
ス
ク
を
減
ら
す
あ
る
い
は
回
避
す
る
方
向
で
、

同
盟
国
・
友
好
国
をm

anage

・
誘
導
す
る
。

⑺　

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
お
よ
び
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
主
導
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ａ
Ｒ
Ｆ
）・
東
ア
ジ
ア
首
脳
会
議
（
Ｅ
Ａ
Ｓ
）・
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
防
衛
大
臣
会
議
（A

D
M

M
–Plus

な
ど
）
に
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
関
与
す
る
。

⑻　

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
中
心
性
（A

SEA
N

 centrality

）
を
強
調
し
、
地
域
ル
ー
ル
・
制
度
の
更
な
る
充
実
を
支
持
す
る
。



一
二
五

ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
安
全
保
障
体
系
の
変
容
と
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
鈴
木
）

こ
れ
ら
選
択
肢
の
戦
略
的
・
有
機
的
な
組
み
合
わ
せ
は
、
米
・
中
競
合
関
係
を
緩
和
す
る
余
地
を
米
国
に
与
え
る
。

お
わ
り
に

ア
ジ
ア
で
生
起
し
て
い
る
安
全
保
障
体
系
の
変
容
は
、
基
本
的
に
、
米
・
中
間
のpow

er

ベ
ク
ト
ル
の
交
錯
が
生
み
出
す
不
安
定
化

に
対
す
る
ア
ジ
ア
諸
国
に
よ
る
均
衡
と
ヘ
ッ
ジ
の
動
き
で
あ
り
、
軍
事
予
算
の
増
加
・
軍
事
産
業
の
活
性
化
、
諸
国
間
で
の
軍
事
政
策
・

対
話
の
強
化
、
実
践
・
運
用
面
で
の
協
力
、
武
器
貿
易
の
増
加
な
ど
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
同
盟
・
友
好
国
間
の
連
結
の
強
化
、

非
伝
統
的
脅
威
に
対
す
る
安
全
保
障
、
地
域
組
織
の
役
割
・
機
能
に
新
た
な
地
平
を
開
い
て
い
る
一
方
、
非
伝
統
的
安
全
保
障
領
域
へ
の

軍
部
の
関
与
の
増
大
に
対
す
る
警
戒
感
・
デ
ィ
メ
リ
ッ
ト
を
緩
和
す
る
創
意
と
方
策
を
要
請
し
て
い
る
。
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ecem

ber 2012

）, pp.  
39

─40.

（
22
）
四
番
目
が
米
国
、
五
番
目
が
日
本
に
な
っ
て
い
た
。“T

he W
orld Factbook: Singapore” （M

ay 7, 2013

）, https://w
w

w
.cia.gov/

library/publications/the-w
orld-factbook/geos/sn.htm

l.

（
23
）A

sia Regional Integration Center, “Singapore,” accessed M
ay 20, 2013, http://w

w
w

.aric.adb.org/countryprofile.php?country= 
singapore.

（
24
）
二
〇
一
二
年
四
月
時
点
で,
日
本
は
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
最
大
の
海
外
直
接
投
資
（
Ｆ
Ｄ
Ｉ
）
国
（
累
積
ベ
ー
ス
で
二
九
〇
億
ド
ル
）
で
あ
っ
た
。 

こ
れ
は
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
登
記
済
外
国
資
本
の
約
一
四
％
を
占
め
る
。
ま
た
、
二
〇
〇
〇
─
二
〇
一
二
年
期
の
イ
ン
ド
に
お
け
る
海
外
直
接
投

資
で
、
日
本
は
累
積
ベ
ー
ス
の
Ｆ
Ｄ
Ｉ
で
四
番
目
に
位
置
し
、
総
額
の
七
％
を
占
め
て
い
た
（
一
位
は
税
優
遇
協
定
が
あ
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）。
し

か
し
、
も
し
、
対
イ
ン
ド
投
資
の
租
税
回
避
国
（tax haven

）
に
な
っ
て
い
る
モ
ー
リ
タ
ニ
ア
（
最
大
の
対
イ
ン
ド
投
資
国
）
を
割
り
引
い
て
カ

ウ
ン
ト
し
た
場
合
、日
本
の
位
置
は
高
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
。二
〇
〇
七
年
二
月
─
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
期
の
三
年
八
か
月
ベ
ー
ス
で
見
た
場
合
、

イ
ン
ド
で
営
業
・
操
業
す
る
日
本
企
業
の
数
は
（
三
六
三
社
か
ら
七
二
五
社
へ
と
）
倍
増
し
て
い
る
。
豪
州
に
つ
い
て
見
る
と
、二
〇
一
一
年
末
で
、

日
本
は
、
米
国
、
英
国
に
次
ぐ
ポ
ジ
シ
ョ
ン
（
累
積
投
資
ベ
ー
ス
）
に
あ
り
、
投
資
総
額
の
一
〇
％
強
を
占
め
て
い
た
。

“V
ietnam

 to attract U
S$14 bln FD

I capital in 2013,” V
oice of V

ietnam
, January 4, 2013, http://english.vov.vn/Econom

y/ 
V

ietnam
-to-attract-U

S14-bln-FD
I-capital-in-2013/253089.vov; Indian M

inistry of Com
m

erce &
 Industry, “Fact Sheet on 

Foreign D
irect Investm

ent （FD
I

）,” A
pril 2012, http://dipp.nic.in/English/Publications/FD

I_Statistics/2012/india_FD
I_

A
pril2012.pdf; A

arti Betigeri, “Japan and India: A
sia’s O

dd Couple,” India Ink blog on N
Y

T
im

es. com
, July 26, 2012, http:// 

india.blogs.nytim
es.com

/2012/07/26/japan-and-india-asias-odd-couple/; Rajaram
 Panda, “Changing D

ynam
icsof India-Japan 

Relations: Future T
rends” （Slavic Research Center, 2007

）, 2; 

お
よ
び“Stock of Foreign D

irect Investm
ent in A

ustralia by 
country,” A

pril 12, 2013, http://w
w

w
.business.nsw

.gov.au/invest-in-nsw
/about-nsw

/trade-and-investm
ent/stock-of-foreign-

direct-investm
ent-in-australia-by-country.



一
二
八

（
25
）
同
様
に
、
二
〇
〇
〇
─
二
〇
一
二
年
期
の
対
イ
ン
ド
Ｆ
Ｄ
Ｉ
に
お
い
て
、
韓
国
は
、
全
投
資
国
中
の
一
四
番
目
、
ア
ジ
ア
諸
国
で
は
、  

シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
（
第
二
位
）
の
次
、
日
本
（
第
四
位
）
の
前
、
の
第
三
位
で
あ
っ
た
。Indian M

inistry of Com
m

erce and Industry, “Fact 
Sheet on Foreign D

irect Investm
ent

（FD
I

）”; 

お
よ
びChristian O
liver and T

im
 Johnston, “K

orean prow
ess on show

 in 
south-east,” Financial T

im
es, M

arch 1, 2011, http://w
w

w
.ft.com

/intl/cm
s/s/0/cee34a0e-3d7b-11e0-ae2a-00144feabdc0.

htm
l#axzz2T

rItjhIr.

（
26
）
二
〇
〇
〇
─
二
〇
一
二
年
期
、
イ
ン
ド
の
対
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
投
資
は
、
二
三
〇
億
ド
ル
。“Singapore PM

 Lee’s visit to focus on 
investm

ent, trade,” First Post, July 10, 2012, http://w
w

w
.firstpost.com

/w
orld/singapore-pm

-lees-india-visit-tofocus-on-
investm

ent-trade-373186.htm
l.

（
27
）
日
・
越
間
で
は
、
二
〇
〇
七
年
に
諸
課
題
の
協
議
に
向
け
年
次
協
力
委
員
会
が
創
設
さ
れ
、
二
〇
一
〇
年
に
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協

定
が
締
結
さ
れ
て
い
る
。
日
・
印
間
で
は
二
〇
〇
五
年
以
降
、
年
次
首
脳
会
談
、
二
〇
〇
七
年
か
ら
は
外
相
間
で
の
戦
略
対
話
が
行
わ
れ
て

い
る
。
韓
・
印
間
で
は
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
締
結
（
二
〇
一
〇
年
）、
印
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
間
で
は
戦
略
対
話
（
二
〇
〇
七
年
以

降
）、
印
・
越
間
で
も
、
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
締
結
（
二
〇
〇
七
年
）
が
な
さ
れ
て
い
る
。
韓
・
越
間
で
は
、
両
国
関
係
が
戦
略
お

よ
び
協
力
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
格
上
げ
さ
れ
た
。
イ
ン
ド
政
府
外
務
省
、“Joint Statem

ent T
ow

ards India-Japan Strategic and 
Global Partnership,” D

ecem
ber 15, 2009, http://m

ea.gov.in/bilateral-docum
ents.htm

?dtl/6368/Joint+Statem
ent+tow

ards
+IndiaJapan+Strategic+and+Global+Partnership; “Joint Statem

ent betw
een the Socialist Republic of V

iet N
am

 and the 
Republic of India,” O

ctober 13,  2011, http://w
w

w
.m

ofa.gov.vn/en/nr040807104143/nr040807105001/ns111013071810; “India-
Republic of K

orea Joint Statem
ent: D

eepening the Strategic Partnership,” M
arch 25, 2012, http://m

ea.gov.in/bilateral-
docum

ents.htm
?dtl/19070/India++Republic+of+K

orea+Joint+Statem
ent++D

eepening+the+Strategic+Partnership; “India 
country brief,” D

ecem
ber 2012, http://w

w
w

.dfat. gov.au/geo/india/india_brief.htm
l; “India – Bilateral Relations, M

ay, 20, 
2013, http://w

w
w

.m
fa.gov.sg/content/m

fa/countries_ and_region /south_asia/india.printable.htm
l; “Japan-V

iet N
am

 Joint 
Statem

ent on the Strategic Partnership for Peace and Prosperity in A
sia,” O

ctober 31, 2010, http://w
w

w
.m

ofa.go.jp/
region/asia-paci/vietnam

/joint1010.htm
l; “V

ietnam
, RoK

 agree on ‘Strategic Partnership,’” O
ctober 21, 2009, http://w

w
w

.
m

ofa.gov.vn/en/nr040807 104 143/nr040807105001/ns091022105944.



一
二
九

ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
安
全
保
障
体
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の
変
容
と
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
鈴
木
）

（
28
）“Japan,” http://w

w
w

.m
ofat.go.kr/EN

G/countries/asiapacific/countries/20070802/1_24412.jsp?m
enu=m

_30_26.

（M
ay 20, 2013

）

（
29
）“Japan-Singapore Relations,” Septem

ber, 2012, http://w
w

w
.m

ofa.go.jp/region/asia-paci/singapore/index.htm
l;

お
よ
び“Japan- 

Singapore Relations

（A
rchive

）,” http://w
w

w
.m

ofa.go.jp/region/asia-paci/singapore/archives.htm
l

（A
pril 26, 2013

）

（
30
）
印
─
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
関
係
に
つ
い
て
は
、“Bilateral Relations,” D

ecem
ber 10, 2012, http://indianem

bassy jakarta. com
/

birelation.htm
l; “Joint Press Statem

ent issued after the T
hird M

eeting of India- Indonesia Joint Com
m

ission,” June 18, 2007, 
http://w

w
w

.m
ea.gov.in/bilateral-docum

ents.htm
?dtl/5544/Joint+Press+Statem

ent+issued+after+the+T
hird+M

eeting+of
+IndiaIndonesia+Joint+Com

m
ission. 

印
─
マ
レ
ー
シ
ア
関
係
情
報
は
、“O

verview
 of Bilateral Relations,

（M
ay 20, 2013

）, http://
Indian high- com

m
ission.com

. m
y/Bilateral.htm

l; 

お
よ
び “D

efence co-operation,”; http://w
w

w
.indian high com

m
i-ssion.com

.
m

y/D
efence.htm

l.（M
ay 20, 2013

）

（
31
）“India country brief”; Japanese M

inistry of Foreign A
ffairs, “Japan-India Relations

（Basic D
ata

）,” N
ovem

ber 2012, http:// 
w

w
w

.m
ofa.go.jp/region/asia-paci/india/data.htm

l#basic; 

お
よ
び“India-Republic of K

orea Joint Statem
ent: D

eepening the 
Strategic Partnership.”  

過
去
一
〇
年
程
の
間
に
、
イ
ン
ド
と
日
本
、
韓
国
、
豪
州
、
ベ
ト
ナ
ム
お
よ
び
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
間
の
ハ
イ
レ
ベ
ル
な

交
流
（
首
脳
、
高
級
官
僚
、
そ
の
他
）
の
頻
度
が
顕
著
に
増
加
し
た
。“Japan-India Relations: V

IP V
isits,”

（M
ay 20, 2013

ア
ク
セ
ス
）, 

http://w
w

w
.in.em

b-japan.go.jp/Japan-India-Relations/Japan-India-relations_ListV
isit.htm

l; “India,”

（M
ay 20, 2013

ア
ク
セ
ス
）, 

http://w
w

w
.m

ofat.go.kr/EN
G/countries/asiapacific/countries/20071018/1_24388.jsp?m

enu=m
_30_10; “Bilateral Political,” M

ay 
20, 2013

ア
ク
セ
ス
）, http://w

w
w

.indem
bassy.com

.vn/tabid/249/default.aspx; “India-V
ietnam

 Relations,” A
u gust 2012, http://

m
eaindia.nic.in/m

eaxpsite/foreignrelation/vietnam
.pdf.

（
32
）
最
新
の
東
ア
ジ
ア
首
脳
会
議
に
関
し
て
は
、“Fact Sheet: East A

sia Sum
m

it O
utcom

es,” N
ovem

ber 20, 2012, http://w
w

w
.w

hite 
house.gov/the-press-offi

ce/2012/11/20/fact-sheet-east-asia-sum
m

it-outcom
es.

（
33
）“Republic of K

orea Country Brief,” January 2013, http://w
w

w
.dfat.gov.au/geo/rok/brief_index.htm

l.

（
34
）
日
本
政
府
防
衛
省
二
〇
一
二
年
防
衛
白
書
、
四
五
五
頁；

同
二
〇
〇
七
年
版
、
五
八
一
頁
を
参
照
。

（
35
）
外
務
省
、“Japan-India Relations

（Basic D
ata

）.” 

を
参
照
。
日
・
印
政
府
は
二
〇
〇
一
年
以
降
、
大
臣
・
局
長
合
同
のCom

prehensive 
Security D

ialogue 

を
実
施
し
て
い
る
。



一
三
〇

（
36
）“Joint Com

m
unique–2nd Indonesia-A

ustralia Foreign A
ffairs and D

efence M
inisters 2+2 D

ialogue,” A
pril 3, 2013, http://

w
w

w
.m

inister.defence.gov.au/2013/04/03/m
inister-for- defence- and- m

inister-for-foreign-affairs?joint om
m

unique-2nd-
indonesia- australia-foreign-affairs- and-defence-m

inisters-22-dialogue/.

（
37
）J. Berskhire M

iller, “South K
orea, India Bolster N

uke T
ies,” T

he D
iplom

at, July 24, 2012,http://thediplom
at.com

/indian-
decade/2012/07/24/south-korea-india-bolster-nuke-ties/.

（
38
）Carlyle A

. T
hayer, “T

he A
ustralia-V

ietnam
 Com

prehensive Partnership” （paper presented at Beyond East-W
estD

ialogues: 
Im

plications for Research and K
now

ledge Production, H
anoi, V

ietnam
,D

ecem
ber 4

─5, 2011

）, p. 9.

（
39
）Le H

ong H
iep, “A

ustralia and V
ietnam

 deepen their strategic relationship,” East A
sia Forum

, M
arch 21, 2012, http://

w
w

w
.eastasiaforum

.org/2012/03/21/australia- and- vietnam
-deepen-their-strategic-relationship/.

（
40
）“M

inister for D
efence Stephen Sm

ith– M
inister for D

efence com
pletes visit to V

ietnam
,” A

ugust 31, 2012, http://w
w

w
. 

m
inister.defence.gov.au/2012/08/31/m

inister-for-defence-stephensm
ith-m

inister-for-defence-com
pletes-visit-to-vietnam

/.

（
41
）  “Joint Statem

ent on the occasion of the visit of the President of V
ietnam

,” O
ctober 12, 2011, http: //m

ea.gov.in/bilateral-
docum

ents.htm
?dtl/5341/Joint+Statem

ent+on+the+occasion+of+the+visit+of+the+President+of+V
ietnam

; and “Japan, 
V

ietnam
 to hold m

aritim
e security talks in M

ay,” T
he Japan T

im
es, A

pril 15, 2013, http://w
w

w
.japantim

es.co.jp/ 
new

s/2013/04/15/national/japan-vietnam
-to-hold-m

aritim
e-security-talks-in-m

ay/. 

（
42
）“Joint Press Statem

ent on State V
isit of Prim

e M
inister of Singapore H

is Excellency M
r. Goh Chok T

ong

（8

─11 July, 
2004

）,” July 10, 2004, http://m
ea.gov.in/bilateral-docum

ents.htm
? dtl/7436/Joint+Press+Statem

ent+on+State+V
isit+of+Pri

m
e+M

inister+of+Singapore+H
is+Excellency+M

r+Goh+Chok+T
ong+811+July+2004.

（
43
）
ロ
シ
ア
と
の
最
初
の
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
（
二
〇
〇
一
年
）
に
次
い
で
、
ベ
ト
ナ
ム
は
、
同
様
な
協
定
を
日
本
（
二
〇
〇
六
）、

イ
ン
ド
（
二
〇
〇
七
）、
中
国
（
二
〇
〇
八
）
お
よ
び
韓
国
（
二
〇
〇
九
）
と
締
結
し
、
更
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
も
締
結
す
る
と
の
憶
測
が
な

さ
れ
て
い
た
。Carlyle A

. T
hayer, “Strategic Posture Review

: V
ietnam

,” W
orld Politics Review

, January 15, http://w
w

w
.

w
orldpoliticsreview

.com
/articles/12623/strategic-posture review

-vietnam
; 

お
よ
び
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
外
務
省 “Straits T

im
es: S’pore, 

V
ietnam

 Eyeing Strategic Partnership,” A
pril 28, 2012, http://w

w
w

. m
fa.gov.sg/content/ m

fa/m
edia_centre/singapore_   
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一

ア
ジ
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け
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安
全
保
障
体
系
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変
容
と
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
鈴
木
）

headlines/2012/201204/new
s_20120428.htm

l.
（
44
）“Joint D

eclaration on Security Cooperation betw
een Japan and India,” O

ctober 22, 2008, http://w
w

w
.m

ofa.go.jp/region/
asia-paci/india/pm

v0810/joint_d.htm
l;  

日
本
政
府
外
務
省, “A

ction Plan to advance Security Cooperation based on the Joint 
D

eclaration on Security Cooperation betw
een Japan and India,” D

ecem
ber 29, 2009, http://w

w
w

.m
ofa.go.jp/region/asia-

paci/india/pm
v0912/action.htm

l; and Panda, “Changing D
ynam

ics of India-Japan Relations,” p. 5.

（
45
）
こ
の
文
書
は
両
国
間
で
二
〇
〇
九
年
一
二
月
にA

ction Plan for Enhanced Global and Security Cooperation betw
een A

ustralia 
and the Republic of K

orea

に
改
訂
さ
れ
て
い
る
。http://w

w
w

.dfat.gov.au/geo/RO
K

/security-action-plan.htm
l.

（
46
）“A

ustralia and V
ietnam

 deepen D
efence Cooperation,” O

ctober 11, 2010, http://w
w

w
. defence. gov.au/m

inister/105tpl.
cfm

?CurrentId=10924.

（
47
）
例
え
ば
、Srikanth K

ondapalli, “A
sian Security: India’s Perspective,” in Crux of A

sia: China, India and the Em
erging Global 

O
rder, eds. A

shley J. T
ellis and Sean M

irski 

（Carnegie Endow
m

ent for International Peace, January 10, 2013

）, pp. 115

─

124.

（
48
）
平
成
二
六
年
度
防
衛
白
書
（
日
本
）
は
、
次
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。「
二
〇
一
二
（
平
成
二
四
）
年
一
月
、
オ
バ
マ
政
権
は
新
た
な
国
防
戦

略
指
針
（「Sustaining U

.S. Global Leadership
：Priorities for 21st Century D

efense

」）
を
公
表
し
た
。
こ
れ
は
、
一
〇
年
に
わ
た
る

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
お
よ
び
イ
ラ
ク
に
お
け
る
作
戦
の
後
、
米
軍
が
両
国
か
ら
の
撤
収
を
進
め
て
お
り
、
ま
た
、
厳
し
い
米
政
府
の
財
政
状
況
下
で

国
防
歳
出
を
含
む
政
府
歳
出
の
大
幅
削
減
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
国
外
・
国
内
双
方
の
要
因
に
よ
り
、
現
在
の
米
国
が
転
換
点
に
置
か
れ
て

い
る
と
の
認
識
の
も
と
、
国
防
上
の
優
先
順
位
に
つ
い
て
改
め
て
見
直
し
、
二
〇
（
同
三
二
）
年
の
統
合
軍
の
あ
り
方
を
示
す
も
の
と
し
て
策
定

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
オ
バ
マ
政
権
は
、
米
国
の
安
全
保
障
戦
略
を
含
む
戦
略
の
重
点
を
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
置
く
方
針
（
ア
ジ

ア
太
平
洋
地
域
へ
の
リ
バ
ラ
ン
ス
）
を
明
ら
か
に
し
た
。
続
い
て
、
二
〇
一
四
（
同
二
六
）
年
三
月
に
は
、
オ
バ
マ
政
権
に
お
い
て
二
回
目
と
な

る
「
四
年
ご
と
の
国
防
計
画
の
見
直
し
」（Q

D
R

：Q
uadrennial D

efense Review

）
を
公
表
し
て
い
る
。
当
Ｑ
Ｄ
Ｒ
は
、
国
防
戦
略
指
針
を

踏
襲
し
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
へ
の
リ
バ
ラ
ン
ス
を
含
む
そ
の
優
先
事
項
を
具
体
化
す
る
と
し
て
い
る
な
ど
、
オ
バ
マ
政
権
は
同
地
域
を
重
視
す

る
方
針
を
継
続
し
て
い
く
姿
勢
を
示
し
た
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